
(57)【要約】

【課題】　インク収納室内部に空気を取り込まない構成

のインクタンクは、キャリッジが往復運動を行った場合

でも、インク収納室内にインクが移動するための空間が

存在しない。よってタンク内のインクが攪拌されず、内

部全体の濃度分布が改善されにくいと言う課題があった

。

　また、タンク内のインクを攪拌する場合、複雑な構成

となっていた。

【解決手段】　液体収納室内に、液体を攪拌する攪拌部

材Ｔ２０１５と、該攪拌部材を支持し、前記筐体に設け

られた支持部材Ｔ２０２３を備え、

　前記攪拌部材は、前記支持部材に沿って直線的に移動

可能な支持部と、該支持部材を中心として回動可能であ

る自由端部を備えた構成であることを特徴とする液体収

納容器。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 筐 体 と 、 可 撓 性 部 材 と が 組 み 合 わ さ れ 、 内 部 に 液 体 を 直 接 貯 留 可 能 に 空 間 を 具 え た 容 器
体 と 、
　 負 圧 を 発 生 さ せ る た め の 負 圧 源 と 、
　 該 液 体 を 外 部 に 供 給 す る 供 給 部 と 、 を 具 え た 液 体 収 納 容 器 に お い て 、
　 前 記 筐 体 に 配 さ れ 前 記 空 間 内 部 に 突 出 し た 突 出 部 と 、 前 記 突 出 部 に 沿 っ た 移 動 が 可 能 に
前 記 突 出 部 に 一 端 側 を 支 持 さ れ 、 か つ 他 端 側 が 自 由 端 と さ れ た 動 作 部 材 と 、 を 具 え た こ と
を 特 徴 と す る 液 体 収 納 容 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 負 圧 源 が 弾 性 部 材 と 板 部 材 か ら 構 成 さ れ 、 前 記 弾 性 部 材 が 前 記 可 撓 性 部 材 を 前 記 空
間 内 部 か ら 前 記 筐 体 方 向 に 付 勢 す る こ と に よ っ て 、 前 記 容 器 内 に 負 圧 を 発 生 す る こ と が 可
能 で あ り 、
　 前 記 容 器 内 に 液 体 が 収 納 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し た 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た 液 体 収 納 容
器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 動 作 部 材 が 、 前 記 筐 体 の 移 動 動 作 に 伴 っ て 、 前 記 容 器 内 の 液 体 を 攪 拌 可 能 な 攪 拌 部
材 で あ っ て 、 前 記 筐 体 の 内 壁 か ら 離 れ る 方 向 に 移 動 す る こ と を 特 徴 と し た 請 求 項 １ に 記 載
さ れ た 液 体 収 納 容 器 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 筐 体 の 移 動 動 作 に 伴 っ て 、 前 記 動 作 部 材 の 前 記 自 由 端 部 が 先 行 し て 移 動 し 、 そ の 後
前 記 動 作 部 材 の 他 端 が 、 前 記 突 出 部 に 沿 っ て 移 動 す る こ と を 特 徴 と し た 請 求 項 １ ま た は ３
に 記 載 さ れ た 液 体 収 納 容 器 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 突 出 部 は 、 前 記 筐 体 の 移 動 と 同 一 方 向 に 前 記 動 作 部 材 が 移 動 可 能 と な る よ う に 、 前
記 動 作 部 材 を 前 記 突 出 部 に お い て 支 持 し て い る こ と を 特 徴 と し た 請 求 項 １ ま た は ３ に 記 載
さ れ た 液 体 収 納 容 器 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 突 出 部 は 、 前 記 筐 体 の 前 記 空 間 内 壁 に 、 前 記 液 体 収 納 容 器 の 使 用 状 態 に お け る 水 平
方 向 に 設 け ら れ 、 前 記 攪 拌 部 材 の 鉛 直 方 向 上 方 を 支 持 し て い る こ と を 特 徴 と し た 請 求 項 １
ま た は ３ に 記 載 さ れ た 液 体 収 納 容 器 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 突 出 部 は 、 前 記 液 体 収 納 容 器 の 使 用 状 態 に お い て 前 記 筐 体 の 前 記 空 間 内 壁 上 部 側 に
設 け ら れ 、 前 記 攪 拌 部 材 を 吊 り 下 げ て い る こ と を 特 徴 と し た 請 求 項 １ ま た は ３ に 記 載 さ れ
た 液 体 収 納 容 器 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 突 出 部 は 、 前 記 筐 体 の 前 記 空 間 内 壁 に 、 前 記 液 体 収 納 容 器 の 使 用 状 態 に お け る 鉛 直
方 向 に 設 け ら れ 、 前 記 攪 拌 部 材 の 水 平 方 向 一 端 側 を 支 持 し て い る こ と を 特 徴 と し た 請 求 項
１ ま た は ３ に 記 載 さ れ た 液 体 収 納 容 器 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 突 出 部 が 、 前 記 筐 体 の 前 記 空 間 内 に お い て 、 前 記 液 体 供 給 部 近 傍 か ら 離 れ た 部 分 に
設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と し た 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ６ ま た は 請 求 項 ７ に 記 載 さ れ た 液
体 収 納 容 器 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 動 作 部 材 の 比 重 と 前 記 空 間 内 に 収 納 さ れ る 液 体 の 比 重 が 異 な っ て い る こ と を 特 徴 と
し た 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ９ に 記 載 さ れ た 液 体 収 納 容 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 液 体 収 納 容 器 に 関 し 、 よ り 詳 し く は イ ン ク ジ ェ ッ ト 方 式 の 記 録 装 置 に お い て
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、 イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド に イ ン ク を 供 給 す る 液 体 収 納 容 器 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 イ ン ク ジ ェ ッ ト プ リ ン タ と し て 顔 料 イ ン ク を 使 用 す る も の が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 顔 料 イ ン ク を 使 用 し た 場 合 、 イ ン ク に 含 ま れ る 顔 料 成 分 が 液 体 収 納 容 器 の 底 部 に 沈 降 し
、 そ の 結 果 液 体 収 納 容 器 内 で 、 イ ン ク 濃 度 が 濃 い 部 分 と 、 薄 い 部 分 が 発 生 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 容 器 内 顔 料 イ ン ク の 濃 度 分 布 を 改 善 す る た め に 、 図 １ ７ に 示 す イ ン ク タ ン ク で は 、 イ ン
ク タ ン ク の 内 部 に 、 軸 Ｔ ２ ０ ０ ７ ， ２ ０ ０ ９ 、 お も り Ｔ ２ ０ １ ０ を 備 え た 攪 拌 用 フ ィ ン Ｔ
２ ０ ０ ８ を 備 え た 構 成 を と っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 イ ン ク ジ ェ ッ ト プ リ ン タ の キ ャ リ ッ ジ が 移 動 す る と 、 こ れ ら 複 数 の 構 成 部 品 が イ ン ク タ
ン ク 内 の 顔 料 イ ン ク を 攪 拌 し 、 イ ン ク タ ン ク 内 部 の イ ン ク 濃 度 分 布 を 改 善 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 図 １ ８ に 示 す イ ン ク タ ン ク は 、 イ ン ク 収 納 室 Ｔ ２ ０ ０ １ 底 面 に 攪 拌 用 の 球 Ｔ ２ ０
１ ３ と 、 球 が 移 動 す る た め の 溝 Ｔ ２ ０ １ ２ を 備 え た 構 成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 １ ９ に 示 す イ ン ク タ ン ク は 、 イ ン ク 収 納 室 Ｔ ２ ０ ０ １ に 、 イ ン ク 収 納 室 上 部 へ 向 か う
顔 料 イ ン ク の 流 路 を 構 成 す る 壁 Ｔ ２ ０ １ ４ を 備 え て い る 。 さ ら に 、 イ ン ク が 収 納 さ れ て い
る 室 内 に 外 部 か ら 空 気 を 取 り 込 む 構 成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 イ ン ク 収 容 室 内 に 空 気 が 存 在 す る た め に 、 こ の 空 気 の 部 分 が イ ン ク が 移 動 で き る 空 間 と
な る 。 キ ャ リ ッ ジ の Ｘ 方 向 へ の 往 復 運 動 に 伴 っ て 、 キ ャ リ ッ ジ 上 の イ ン ク タ ン ク も 往 復 運
動 を 行 う 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 顔 料 イ ン ク は 、 イ ン ク 収 納 室 内 の 空 間 に 向 か っ て 、 イ ン ク 収 容 室 内 の 壁 に 沿 っ て 移 動 し
、 タ ン ク 内 の 顔 料 イ ン ク 濃 度 分 布 を 改 善 し て い た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ２ １ ６ ７ ６ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 し か し な が ら 、 図 １ ７ に 示 す よ う な イ ン ク タ ン ク で は 、 タ ン ク 内 の 顔 料 を 攪 拌 す る た め
の 部 品 点 数 が 多 く な り 、 構 成 が 複 雑 に な る と 言 う 課 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 イ ン ク 収 納 室 内 部 に 空 気 を 取 り 込 ま な い 構 成 の イ ン ク タ ン ク に お い て は 、 キ ャ リ
ッ ジ が 往 復 運 動 を 行 な っ た 場 合 で も 、 イ ン ク 収 納 室 内 に イ ン ク が 移 動 す る た め の 空 間 が 存
在 し な い 。 従 っ て 、 図 １ ８ に 示 す よ う な 構 成 の タ ン ク で は 、 タ ン ク 底 面 に 設 け ら れ た 溝 に
沿 っ て 攪 拌 用 の 球 が 移 動 す る だ け で 、 タ ン ク 上 部 の イ ン ク は 攪 拌 さ れ ず 、 タ ン ク 内 部 全 体
の 濃 度 分 布 が 改 善 さ れ に く い と 言 う 課 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 図 １ ９ の イ ン ク タ ン ク の よ う に 、 イ ン ク 収 納 室 上 部 へ 向 か う 顔 料 イ ン ク の 経 路 溝
を 設 け た 構 成 を と っ て も 、 顔 料 イ ン ク の 移 動 が 起 こ ら な い た め 、 攪 拌 作 用 が 発 生 し な い と
言 う 課 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 述 の 従 来 技 術 に お け る 各 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 目 的 は 、 簡 単 な 構 成 で 液 体
収 納 室 内 の 液 体 を 攪 拌 さ せ 、 容 器 内 の 液 体 の 濃 度 を 少 な く す る 液 体 収 納 容 器 を 提 供 す る こ
と で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 液 体 収 納 容 器 内 に お け る 、 記 録 ヘ ッ ド へ の 液 体 供 給 部 近 傍 の
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み な ら ず 、 液 体 供 給 部 か ら 離 れ た 部 分 も 攪 拌 可 能 と し た 液 体 収 納 容 器 を 提 供 す る こ と で あ
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 さ ら に 本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 液 体 収 納 室 内 部 に 空 気 を 取 り 込 ま な い 構 成 の 液 体 収 納 容 器
に お い て も 容 器 内 の 液 体 成 分 を 攪 拌 可 能 と し た 液 体 収 納 容 器 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 記 目 的 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 は 、 筐 体 と 、 可 撓 性 部 材 と が 組 み 合 わ さ れ 、 内 部 に
液 体 を 直 接 貯 留 可 能 に 空 間 を 具 え た 容 器 体 と 、
　 負 圧 を 発 生 さ せ る た め の 負 圧 源 と 、
　 該 液 体 を 外 部 に 供 給 す る 供 給 部 と 、 を 具 え た 液 体 収 納 容 器 に お い て 、
　 前 記 筐 体 に 配 さ れ 前 記 空 間 内 部 に 突 出 し た 突 出 部 と 、 前 記 突 出 部 に 沿 っ た 移 動 が 可 能 に
前 記 突 出 部 に 一 端 側 が 支 持 さ れ 、 か つ 他 端 側 が 自 由 端 と さ れ た 動 作 部 材 と 、 を 具 え た 構 成
で あ る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 簡 単 な 構 成 で 液 体 収 納 室 内 の 液 体 を 攪 拌 さ せ 、 液 体 供 給 部 近 傍 の み な
ら ず 、 液 体 供 給 部 か ら 離 れ た 部 分 の 液 体 も 攪 拌 可 能 と し 、 容 器 内 の 液 体 濃 度 分 布 を 少 な く
し た 液 体 収 納 容 器 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 に よ れ ば 、 液 体 収 納 室 内 部 に 空 気 を 取 り 込 ま な い 構 成 の 液 体 収 納 容 器 に お
い て 、 容 器 内 の 液 体 成 分 を 攪 拌 可 能 と し た 液 体 収 納 容 器 を 得 る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 （ 実 施 例 １ ）
　 ま ず 、 本 発 明 の 液 体 収 納 容 器 が 搭 載 さ れ る イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 装 置 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 高 速 な 記 録 や さ ま ざ ま な 記 録 メ デ ィ ア に 対 す る 記 録 が 可 能 で あ る と と も に 、 記 録 時 に お
け る 騒 音 が ほ と ん ど 生 じ な い 特 徴 を 有 す る ノ ン イ ン パ ク ト 記 録 方 式 の 記 録 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 プ リ ン タ 、 ワ ー ド プ ロ セ ッ サ 、 フ ァ ク シ ミ リ 、 複 写 機 な ど の 記 録 機 構 を 担 う 装 置 と し て
広 く 採 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 装 置 の 基 本 的 な 構 成 は 、 図 １ ５ に 示 す よ う に 、 装 置 本 体 Ｍ １ ０ ０ ０
、 用 紙 な ど 記 録 媒 体 の 給 送 部 Ｍ ３ ０ ２ ２ 、 排 出 ト レ イ Ｍ １ ０ ０ ４ か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 装 置 本 体 の 内 部 は 、 図 １ ６ に 示 す よ う に 、 シ ャ ー シ Ｍ ３ ０ １ ９ と 各 記 録 動 作 機 構 か ら 構
成 さ れ て お り 、 記 録 位 置 に 搬 送 さ れ た 記 録 シ ー ト に 所 望 の 記 録 を 行 う 記 録 ヘ ッ ド カ ー ト リ
ッ ジ （ 不 図 示 ） が 、 キ ャ リ ッ ジ Ｍ ４ ０ ０ １ 上 に 着 脱 自 在 に 搭 載 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 記 録 ヘ ッ ド カ ー ト リ ッ ジ は 、 液 体 を 吐 出 す る 記 録 ヘ ッ ド と 、 ヘ ッ ド に 着 脱 自 在 の イ ン ク
タ ン ク か ら 構 成 さ れ る 。 記 録 ヘ ッ ド は 、 発 熱 抵 抗 体 を 有 す る 電 気 熱 変 換 素 子 に よ っ て イ ン
ク を 加 熱 し 、 膜 沸 騰 の 作 用 に よ り イ ン ク 滴 を 吐 出 口 よ り 吐 出 さ せ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 次 に 、 こ の よ う な イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 装 置 に 搭 載 さ れ る 、 本 発 明 の 液 体 収 納 容 器 の 構 造
に つ い て 、 図 １ か ら 図 ４ を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 液 体 収 納 容 器 の 内 部 構 成 を 示 す 斜 視 図 。 図 ２ は 、 外 観 構 成 を 示 す 斜 視
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図 。 図 ３ は 液 体 収 納 容 器 を 分 解 し た 斜 視 図 。 図 ４ は 、 攪 拌 部 材 の 説 明 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 （ 全 体 構 成 ）
　 イ ン ク タ ン ク Ｔ ２ ０ ０ ０ は 、 イ ン ク を 収 納 す る 容 器 で あ り 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 そ の 外
観 は 容 器 本 体 Ｔ ２ ０ １ ７ と 蓋 部 材 Ｔ ２ ０ １ ８ か ら 構 成 さ れ 、 内 部 に イ ン ク 収 納 室 を 具 備 し
て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 イ ン ク タ ン ク Ｔ ２ ０ ０ ０ は 、 容 器 本 体 Ｔ ２ ０ １ ７ 、 ば ね 部 材 Ｔ ２ ０ ０ ５ 、 板 部 材 Ｔ ２ ０
２ ２ 、 可 撓 性 フ ィ ル ム Ｔ ２ ０ ０ ４ 、 蓋 部 材 Ｔ ２ ０ １ ８ 、 メ ニ ス カ ス 形 成 部 材 Ｔ ２ ０ ２ ０ 、
押 え 板 Ｔ ２ ０ ２ １ 、 攪 拌 部 材 Ｔ ２ ０ １ ５ か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 攪 拌 部 材 と は 、 イ ン ク よ り 比 重 が 大 き く 、 慣 性 力 で イ ン ク 中 を 移 動 で き る 重 量 や 剛 性 を
備 え て い る 剛 体 の こ と を 言 う 。 容 器 本 体 Ｔ ２ ０ １ ７ は 、 材 料 が 例 え ば ポ リ プ ロ ピ レ ン で 形
成 さ れ て お り 、 図 ３ 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 容 器 本 体 の 底 部 に メ ニ ス カ ス 形 成 部 材 を 備 え 、
外 側 に 押 え 部 材 が 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 メ ニ ス カ ス 形 成 部 材 は 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 等 の 繊 維 材 料 か ら 形 成 さ れ 、 毛 細 管 力 を 有 す る
毛 管 部 材 単 体 や 、 あ る い は 毛 管 部 材 と フ ィ ル タ ー 部 材 を 組 み 合 わ せ た も の で あ る 。 フ ィ ル
タ ー は 孔 径 １ ５ ～ ３ ０ μ ｍ 程 度 で あ り 、 材 質 は ス テ ン レ ス 材 料 や ポ リ プ ロ ピ レ ン 等 で あ る
。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の メ ニ ス カ ス 形 成 部 材 と 、 容 器 本 体 の 内 部 と は 、 イ ン ク 流 路 Ｔ ２ ０ １ ９ に よ っ て 連 通
し て お り 、 イ ン ク 収 納 室 内 部 に 外 部 か ら 気 泡 が 侵 入 し な い よ う に 、 イ ン ク で メ ニ ス カ ス を
形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 容 器 本 体 Ｔ ２ ０ １ ７ は 、 開 口 周 縁 部 Ｔ ２ ０ １ ６ に 可 撓 性 フ ィ ル ム を 溶 着 す る こ と に よ り
、 イ ン ク 収 納 室 Ｔ ２ ０ ０ １ を 形 成 し 、 イ ン ク を 収 納 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 可 撓 性 フ ィ ル ム は 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン の 薄 膜 を 含 む フ ィ ル ム 部 材 （ 厚 み ２ ０ ～ １ ０ ０ μ ｍ
程 度 ） で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 イ ン ク 収 納 室 は 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 ば ね 部 材 に よ り 板 部 材 Ｔ ２ ０ ２ ２ を 介 し て
可 撓 性 フ ィ ル ム を 、 タ ン ク 外 方 向 に 付 勢 す る こ と で 、 容 器 内 に 負 圧 を 発 生 さ せ て い る 。 ば
ね 部 材 は 、 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 容 器 内 で 撹 拌 部 材 Ｔ ２ ０ １ ５ と 干 渉 し な い 位 置 に 配
置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の ば ね 部 材 と 板 部 材 は 、 ス テ ン レ ス 材 料 に よ り 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 容 器 本 体 の 開 口 部 に は 、 蓋 部 材 Ｔ ２ ０ １ ８ が 取 り 付 け ら れ 、 容 器 外 側 方 向 に 凸 形 状 と な
る 可 撓 性 フ ィ ル ム を 保 護 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ れ ら の 構 成 に お い て 、 イ ン ク 収 納 室 内 の イ ン ク が 記 録 ヘ ッ ド へ の イ ン ク 供 給 に よ っ て
消 費 さ れ る と 、 ば ね 部 材 が 縮 み 、 可 撓 性 フ ィ ル ム が 撓 み 、 イ ン ク 収 納 室 の 容 積 が 徐 々 に 減
少 し て い く 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 板 部 材 Ｔ ２ ０ ２ ２ に は 、 後 述 の 支 持 部 材 を 避 け る た め の 開 口 Ｔ ２ ０ ２ ７ が 設 け ら れ て い
る た め 、 板 部 材 が 、 容 器 本 体 の 内 壁 に 接 触 す る ま で 、 イ ン ク 収 納 室 内 の イ ン ク を 消 費 す る
こ と が 可 能 な 構 成 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 （ 攪 拌 機 構 の 構 成 ）
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　 次 に イ ン ク 収 納 室 Ｔ ２ ０ ０ １ 内 の イ ン ク 攪 拌 機 構 の 構 成 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て は 、 ば ね 部 材 Ｔ ２ ０ ０ ５ を 挟 ん で ２ つ の 攪 拌 機 構 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ の 攪 拌 機 構 は 、 容 器 本 体 の 内 壁 に 設 け ら れ た 支 持 部 材 Ｔ ２ ０ ２ ３ と 、 攪 拌 部 材 Ｔ ２ ０
１ ５ か ら 構 成 さ れ 、 支 持 部 材 が 攪 拌 部 材 の 一 端 側 を 支 持 し た 構 成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 支 持 部 材 は 、 装 置 本 体 の キ ャ リ ッ ジ の 移 動 方 向 に 平 行 な 方 向 に 設 け ら れ た 軸 部 Ｔ ２ ０ ２
３ と 、 抜 け 止 め 部 Ｔ ２ ０ ２ ４ か ら 構 成 さ れ て い る 。 本 実 施 例 で は 、 容 器 本 体 に 形 成 さ れ た
ボ ス に 相 当 し 、 先 端 部 を 熱 加 工 で 広 げ 、 リ ベ ッ ト 状 に 形 成 し た 部 材 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 支 持 部 材 は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 ヘ ッ ド 部 と フ ラ ッ ト な 軸 部 を 有 す る ね じ 部 材 で あ っ て
も 良 い 。 先 端 の ね じ 部 は 、 液 体 収 納 容 器 本 体 に 埋 め 込 み 、 抜 け 止 め 部 と な る ヘ ッ ド 部 と 、
フ ラ ッ ト な 軸 部 Ｔ ２ ０ ３ １ に よ り 支 持 部 材 と し て 機 能 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ４ は 、 攪 拌 部 材 Ｔ ２ ０ １ ５ を 説 明 す る 図 で あ る 。 図 ４ （ ａ ） の 攪 拌 部 材 は 、 そ の 一 端
側 に 前 述 の 支 持 部 材 と 係 合 す る 凹 部 Ｔ ２ ０ ２ ５ を 有 す る 板 部 材 で あ る 。 図 ４ （ ｂ ） の 攪 拌
部 材 は 、 そ の 一 端 側 に 前 述 の 支 持 部 材 と 係 合 す る 穴 Ｔ ２ ０ ２ ６ を 設 け た 構 成 と な っ て い る
。 本 実 施 例 で は 、 こ れ ら の 攪 拌 部 材 を ス テ ン レ ス 材 料 に よ り 形 成 し て い る が 、 材 料 は ス テ
ン レ ス に 限 ら れ る も の で は な く 、 イ ン ク と 比 重 が 異 な る 材 料 （ 樹 脂 な ど ） で も 構 わ な い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 支 持 部 材 は 、 キ ャ リ ッ ジ の 移 動 に 伴 っ て 、 攪 拌 部 材 が 移 動 可 能 な 領 域 を 確 保 し た 状 態 で
、 イ ン ク 容 器 本 体 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 支 持 部 材 の 軸 部 分 は 、 攪 拌 部 材 の 凹 部 Ｔ ２ ０ ２
５ に 対 し て 隙 間 を 有 す る よ う に 取 り 付 け ら れ る 。 攪 拌 部 材 に あ る 二 箇 所 の 凹 部 を 、 二 本 の
支 持 部 材 で 挟 む こ と に よ り 攪 拌 部 材 を 支 持 し た 構 成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 本 実 施 例 で は 、 支 持 部 材 Ｔ ２ ０ ２ ３ は 、 キ ャ リ ッ ジ の 移 動 方 向 に ２ 本 平 行 に 設 け て ら れ
て い る 。 攪 拌 部 材 と 支 持 部 材 が 隙 間 を も っ た 構 成 と な っ て い る た め 、 キ ャ リ ッ ジ の 移 動 に
伴 っ て 、 攪 拌 部 材 は 支 持 部 材 と の 接 触 部 分 を 回 転 軸 と し て 回 動 す る 。 こ の 、 回 転 軸 に 基 づ
い た 攪 拌 部 材 の 回 動 動 作 に よ っ て 、 イ ン ク 容 器 内 の イ ン ク 攪 拌 が 効 果 的 に 行 わ れ る 。 仮 に
支 持 部 材 が １ 本 の 棒 状 の も の で あ っ た 場 合 、 攪 拌 部 材 を 回 動 さ せ る た め の 回 転 軸 が な く 、
点 で 攪 拌 部 材 を 支 持 す る こ と に な る 。 こ の た め に 、 キ ャ リ ッ ジ の 移 動 に 伴 っ て 、 攪 拌 部 材
は 、 容 器 内 の イ ン ク の 抵 抗 を 受 け 難 い 角 度 に 動 く こ と に な る 。 攪 拌 部 材 は イ ン ク 収 納 室 内
で 不 安 定 に 動 き 回 り 、 イ ン ク 容 器 内 で の イ ン ク の 攪 拌 が 効 果 的 に 行 わ れ な く な っ て し ま う
。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 攪 拌 部 材 は 、 一 端 側 を 支 持 部 材 に よ っ て 容 器 本 体 に 支 持 さ れ る と と も に 、 キ ャ リ ッ ジ の
移 動 に 伴 っ て 、 支 持 部 材 の 軸 部 に 沿 っ て 直 線 的 に 移 動 自 在 で 、 か つ 、 支 持 部 材 を 中 心 に 回
動 自 在 な 構 成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 （ 攪 拌 機 構 の 動 作 ）
　 図 ５ （ ａ ） と 図 ６ （ ａ ） は 、 攪 拌 部 材 Ｔ ２ ０ １ ５ の 第 一 の 状 態 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 装 置 本 体 の キ ャ リ ッ ジ の 移 動 に 伴 い 、 イ ン ク タ ン ク Ｔ ２ ０ ０ ０ が 矢 印 Ｃ １ の 方 向 に 移 動
し た 場 合 、 イ ン ク 収 納 室 Ｔ ２ ０ ０ １ 内 に あ る 攪 拌 部 材 Ｔ ２ ０ １ ５ は 、 慣 性 力 に よ り 容 器 本
体 Ｔ ２ ０ １ ７ の 内 壁 側 に 押 し 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 ５ （ ｂ ） と 図 ６ （ ｂ ） は 、 攪 拌 部 材 Ｔ ２ ０ １ ５ の 第 二 の 状 態 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 キ ャ リ ッ ジ は 、 印 刷 幅 の 範 囲 内 で 運 動 を 行 う た め 、 あ る ポ イ ン ト で 反 転 し 、 反 対 方 向 に
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動 き 出 し 、 イ ン ク タ ン ク は 矢 印 Ｃ ２ 方 向 に 移 動 を 始 め る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 そ の 際 、 慣 性 力 に よ り 攪 拌 部 材 の 自 由 端 側 が 、 支 持 部 材 Ｔ ２ ０ ２ ３ を 中 心 に 矢 印 Ｄ １ の
方 向 に 回 動 を 始 め る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 回 動 の 角 度 は 、 攪 拌 部 材 の 凹 部 Ｔ ２ ０ ２ ５ と 支 持 部 材 Ｔ ２ ０ ２ ３ の 軸 の 隙 間 の 範 囲 で 行
わ れ る 。 攪 拌 部 材 自 由 端 側 が 容 器 本 体 か ら 離 れ る と 、 イ ン ク が 矢 印 Ｆ １ の よ う に 、 そ の 間
に 流 れ 込 む 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 図 ５ （ ｃ ） と 図 ６ （ ｃ ） は 、 攪 拌 部 材 Ｔ ２ ０ １ ５ の 第 三 の 状 態 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 イ ン ク タ ン ク が 矢 印 Ｃ ２ の 方 向 に さ ら に 進 む と 、 慣 性 力 に よ り 、 攪 拌 部 材 の 支 持 部 材 側
の 端 部 も 移 動 を 始 め 、 攪 拌 部 材 全 体 が 、 支 持 部 材 Ｔ ２ ０ ２ ３ の 軸 に 沿 っ て 矢 印 Ｅ １ の 方 向
に 移 動 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 支 持 部 材 側 の 端 部 が 、 容 器 本 体 の 内 壁 か ら 離 れ 、 抜 け 止 め 部 Ｔ ２ ０ ２ ４ に 突 き 当 た る と
、 攪 拌 部 材 の 自 由 端 側 は 、 さ ら に 矢 印 Ｄ ２ の よ う に 回 動 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 そ の 結 果 、 イ ン ク は 攪 拌 部 材 の 支 持 部 材 側 が 矢 印 Ｅ １ に 移 動 し て 生 じ た 隙 間 へ 矢 印 Ｆ ２
の よ う に 流 れ 込 ん で く る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 図 ５ （ ｄ ） と 図 ６ （ ｄ ） は 、 攪 拌 部 材 の 第 四 の 状 態 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 キ ャ リ ッ ジ が 、 そ の 往 復 運 動 に よ り さ ら に 反 対 方 向 に 動 き 出 し 、 イ ン ク タ ン ク が 矢 印 Ｃ
１ の 方 向 に 移 動 を 始 め た 場 合 、 慣 性 力 に よ り 攪 拌 部 材 の 自 由 端 側 が 最 初 に 動 き 出 し 、 支 持
部 材 を 中 心 に 矢 印 Ｄ ３ の よ う に 回 動 し 、 容 器 本 体 Ｔ ２ ０ １ ７ の 内 壁 に 接 触 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 続 け て 、 攪 拌 部 材 の 支 持 部 材 側 が 支 持 部 材 の 軸 に 沿 っ て 矢 印 Ｅ ２ の 方 向 に 移 動 す る 。 攪
拌 部 材 Ｔ が 、 容 器 本 体 の 内 壁 に 近 づ く と 、 そ の 間 に 介 在 し た イ ン ク は 、 矢 印 Ｆ ３ の よ う に
移 動 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 第 四 の 状 態 の 後 は 、 図 ５ （ ａ ） に 示 す 第 一 の 状 態 に 戻 る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 攪 拌 部 材 の 一 面 と 、 容 器 本 体 の 内 壁 が 接 触 も し く は 近 接 し 、 イ ン ク は 矢 印 Ｆ ４ の よ う に
移 動 す る 。 こ の 後 、 キ ャ リ ッ ジ の 往 復 運 動 に 伴 っ て 、 前 述 の 四 つ の 状 態 を 繰 り 返 す 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 （ 攪 拌 作 用 ）
　 攪 拌 機 構 の 動 作 で 示 し た よ う に 、 攪 拌 部 材 は 、 装 置 本 体 に 備 わ っ て い る キ ャ リ ッ ジ の 移
動 に よ り 発 生 す る 慣 性 力 を 利 用 し て 、 攪 拌 部 材 全 体 の 回 動 に よ る 攪 拌 動 作 を 発 生 さ せ る 。
攪 拌 動 作 は 、 攪 拌 部 材 と 支 持 部 材 の 間 で 摩 擦 抵 抗 が 発 生 す る た め 、 攪 拌 部 材 の 自 由 端 側 が
常 に 先 行 し て 動 き 、 続 い て 、 摩 擦 抵 抗 に よ っ て 動 作 が 遅 れ た 支 持 部 材 側 が 動 く 動 作 が 発 生
す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 こ の 動 作 が 、 攪 拌 部 材 の 自 由 端 側 か ら 支 持 部 材 側 へ イ ン ク 流 を 発 生 さ せ る 効 果 を 生 み 出
し 、 イ ン ク 収 納 室 内 の イ ン ク を 循 環 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 さ ら に 、 大 き く 動 く 自 由 端 側 を 記 録 ヘ ッ ド へ の イ ン ク 供 給 口 が 設 け ら れ て い る 、 容 器 の
鉛 直 方 向 の 下 側 に 構 成 す る こ と で 、 イ ン ク 収 納 室 の 下 側 に 沈 降 し た 顔 料 成 分 を 攪 拌 し や す
く な る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
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　 前 述 の 効 果 と あ わ せ て 、 イ ン ク 供 給 部 近 傍 の み な ら ず 、 イ ン ク 供 給 部 か ら 離 れ た 部 分 の
液 体 も 攪 拌 可 能 と な る 。 液 体 収 納 容 器 全 体 の イ ン ク を 混 ぜ る こ と が 可 能 と な り 容 器 内 の 液
体 濃 度 分 布 を 少 な く し た 液 体 収 納 容 器 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 上 述 の よ う に 、 本 実 施 例 の 構 成 を と る こ と に よ っ て 、 簡 単 な 構 成 で 液 体 収 納 室 内 の 液 体
を 攪 拌 さ せ 、 液 体 供 給 部 近 傍 の み な ら ず 、 液 体 供 給 部 か ら 離 れ た 部 分 の 液 体 も 攪 拌 可 能 と
し 、 容 器 内 の 液 体 濃 度 分 布 を 少 な く し た 液 体 収 納 容 器 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 ま た 、 本 実 施 例 の 構 成 を と る こ と で 、 液 体 収 納 容 器 内 の 、 イ ン ク を 直 接 保 持 す る 液 体 収
納 室 内 部 に 空 気 を 取 り 込 ま な い 構 成 の 液 体 収 納 容 器 に お い て も 、 容 器 内 の 液 体 成 分 を 攪 拌
可 能 と す る こ と が で き る 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 （ 実 施 例 ２ ）
　 図 ８ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 の イ ン ク タ ン ク を 説 明 す る 斜 視 図 、 図 ９ は 図 ８ に 示 す 攪
拌 部 材 を 説 明 す る 斜 視 図 で あ り 、 本 発 明 の 液 体 収 納 容 器 の 変 形 例 の 一 例 で あ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 図 ８ に 示 す イ ン ク タ ン ク は 、 支 持 部 材 Ｔ ２ ０ ２ ３ の 軸 部 が 平 板 形 状 で あ り 、 端 部 に 抜 け
止 め 部 Ｔ ２ ０ ２ ４ を 有 し て い る 。 図 ９ に 示 す よ う に 、 攪 拌 部 材 Ｔ ２ ０ １ ５ は 、 角 形 の 穴 Ｔ
２ ０ ２ ６ を 有 し て い る 。 こ の 構 成 で は 、 平 板 状 の 支 持 部 材 の 片 面 （ 上 面 ） に 、 攪 拌 部 材 の
角 形 の 穴 の 一 辺 が 接 触 す る 構 成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 攪 拌 部 材 の 回 動 に 際 し て 、 こ の 接 触 部 が 回 動 中 心 の 軸 と な り 、 第 一 の 実 施 例 と 同 様 な 攪
拌 効 果 を え る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 （ 実 施 例 ３ ）
　 図 １ ０ は 、 本 発 明 の 第 三 実 施 例 の イ ン ク タ ン ク を 説 明 す る 斜 視 図 、 図 １ １ は 、 図 １ ０ に
示 す 攪 拌 部 材 を 説 明 す る 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 本 実 施 例 の イ ン ク タ ン ク は 、 支 持 部 材 （ Ｔ ２ ０ ２ ３ ） が 、 平 行 す
る 二 本 の レ ー ル 状 に 形 成 さ れ た レ ー ル 部 材 Ｔ ２ ０ ２ ８ で あ り 、 端 部 に 抜 け 止 め 部 Ｔ ２ ０ ２
４ を 有 し た 構 成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 図 １ １ に 示 す よ う に 、 攪 拌 部 材 Ｔ ２ ０ １ ５ は 、 軸 上 の 細 い 首 部 Ｔ ２ ０ ３ ０ と 、 掛 り 部 Ｔ
２ ０ ２ ９ を 有 し て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 レ ー ル 部 材 Ｔ ２ ０ ２ ８ が ス リ ッ ト Ｔ ２ ０ ３ ２ を 形 成 し 、 そ の ス リ ッ ト に 攪 拌 部 材 Ｔ ２ ０
１ ５ の 首 部 を 通 し 、 掛 り 部 で 吊 り 下 げ 、 実 施 例 １ の 構 成 と 同 じ よ う に キ ャ リ ッ ジ の 移 動 方
向 に ２ 本 の 平 行 な 支 持 部 材 （ レ ー ル 部 材 に 相 当 ） が 設 け ら れ た 構 成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 ま た 、 図 １ ３ に 示 す よ う に 支 持 部 材 Ｔ ２ ０ ２ ３ は 、 ス リ ッ ト Ｔ ２ ０ ３ ２ が 複 数 設 け ら れ
た 一 体 型 の も の で あ っ て も 良 く 、 同 様 な 攪 拌 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 図 １ ０ 、 図 １ ３ に 示 す 支 持 部 材 は 、 容 器 本 体 と 同 一 の 樹 脂 材 料 で 形 成 さ れ 、 ス リ ッ ト Ｔ
２ ０ ３ ２ に 攪 拌 部 材 の 首 部 Ｔ ２ ０ ３ ０ を 通 し た 状 態 で 、 超 音 波 溶 着 な ど で 固 定 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 支 持 部 材 は 、 そ の 軸 に 沿 っ て 直 線 的 に 移 動 し 、 か つ 、 支 持 部 材 を 中 心 に し て 回 動 自 在 に
支 持 し て い る た め 、 簡 単 な 構 成 で 液 体 収 納 室 内 の イ ン ク を 攪 拌 す る こ と が で き る 。 ま た 、
記 録 ヘ ッ ド へ の イ ン ク 供 給 口 を 攪 拌 部 材 の 自 由 端 側 （ 例 え ば 容 器 鉛 直 方 向 下 側 ） に 設 け 、
支 持 部 材 を 供 給 口 か ら 離 れ た 方 向 （ 例 え ば 容 器 鉛 直 方 向 上 側 ） に 設 け た 構 成 と し て も 良 い
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。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 こ の よ う な 構 成 に す る こ と に よ っ て 、 液 体 供 給 部 近 傍 の み な ら ず 、 液 体 供 給 部 か ら 離 れ
た 部 分 の 液 体 も 攪 拌 可 能 と し 、 容 器 内 の 液 体 濃 度 分 布 を 少 な く し た 液 体 収 納 容 器 を 得 る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 さ ら に 、 支 持 部 材 は 軸 状 、 板 状 の も の に 限 ら れ る こ と な く 、 ま た 、 攪 拌 部 材 を 支 持 部 材
に 係 合 さ せ る 部 分 の 形 状 は 、 凹 形 や 穴 だ け に 限 ら れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 キ ャ リ ッ ジ の 往 復 運 動 時 に 発 生 す る 摺 動 抵 抗 で 、 本 発 明 の 特 徴 で あ る 攪 拌 部 材 の 移 動 、
回 動 を 妨 げ な い 構 成 で あ れ ば 良 い 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 （ 実 施 例 ４ ）
　 図 １ ２ は 、 本 発 明 の 第 四 の 実 施 例 の イ ン ク タ ン ク を 説 明 す る 斜 視 図 で あ り 、 図 １ ４ は 、
図 １ ２ の 攪 拌 部 材 を 説 明 す る 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 本 実 施 例 の イ ン ク タ ン ク は 、 実 施 例 １ と 同 様 の 支 持 部 材 を 筐 体 の
液 体 収 納 室 内 壁 に 、 鉛 直 方 向 に 二 本 配 置 し た 構 成 と な っ て い る 。 ま た 、 図 １ ４ に 示 す よ う
に 、 攪 拌 部 材 Ｔ ２ ０ １ ５ に は 、 こ の 支 持 部 材 と 対 応 し た 位 置 に 、 支 持 部 材 が 通 さ れ る 穴 Ｔ
２ ０ ２ ６ を 設 け て い る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 こ の よ う に 、 攪 拌 部 材 は 、 必 ず し も イ ン ク 収 納 部 の 上 部 側 に 配 置 さ れ た 支 持 部 材 に 吊 り
下 げ る 必 要 は な く 、 支 持 部 材 が 攪 拌 部 材 の 一 端 側 を 直 線 的 に 移 動 自 在 、 か つ 支 持 部 材 を 中
心 に 回 動 自 在 に 支 持 す る 構 成 で あ れ ば 良 い 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 全 て の 実 施 例 に よ れ ば 、 液 体 収 納 容 器 内 の 、 イ ン ク を 直 接 保 持 す る 液 体
収 納 室 内 部 に 空 気 を 取 り 込 ま な い 構 成 の 液 体 収 納 容 器 に お い て も 、 容 器 内 の 液 体 成 分 を 攪
拌 可 能 と す る こ と が で き る 効 果 が あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ８ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 液 体 収 納 容 器 の 内 部 構 成 を 示 す 斜 視 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 液 体 収 納 容 器 の 外 観 構 成 を 示 す 斜 視 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 液 体 収 納 容 器 を 分 解 し た 斜 視 図
【 図 ４ 】 （ ａ ） 攪 拌 部 材 説 明 図 、 （ ｂ ） 他 の 構 成 の 攪 拌 部 材 説 明 図
【 図 ５ 】 本 発 明 の 液 体 収 納 容 器 内 部 に お け る 攪 拌 部 材 の 動 作 説 明 断 面 図 で あ り 、 図 ２ に 示
す Ａ － Ａ 断 面 図
【 図 ６ 】 本 発 明 の 液 体 収 納 容 器 内 部 に お け る 攪 拌 部 材 の 動 作 説 明 斜 視 図
【 図 ７ 】 本 発 明 の 支 持 部 材 説 明 図
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 で あ る 液 体 収 納 容 器 の 説 明 図
【 図 ９ 】 第 ２ 実 施 例 で あ る 液 体 収 納 容 器 の 攪 拌 部 材 説 明 図
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 例 で あ る 液 体 収 納 容 器 の 斜 視 図
【 図 １ １ 】 第 ３ 実 施 例 で あ る 液 体 収 納 容 器 の 攪 拌 部 材 説 明 図
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 第 ４ 実 施 例 で あ る 液 体 収 納 容 器 の 説 明 図
【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 ３ で あ る 液 体 収 納 容 器 の 変 形 例
【 図 １ ４ 】 第 ４ 実 施 例 で あ る 液 体 収 納 容 器 の 攪 拌 部 材 説 明 図
【 図 １ ５ 】 イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 装 置 斜 視 図
【 図 １ ６ 】 イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 装 置 内 部 構 成 斜 視 図
【 図 １ ７ 】 特 許 文 献 １ に 記 載 の イ ン ク タ ン ク 従 来 例
【 図 １ ８ 】 特 許 文 献 １ に 記 載 の イ ン ク タ ン ク 従 来 例
【 図 １ ９ 】 特 許 文 献 １ に 記 載 の イ ン ク タ ン ク 従 来 例
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【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 Ｔ ２ ０ ０ ０ 　 イ ン ク タ ン ク
　 Ｔ ２ ０ ０ １ 　 イ ン ク 収 納 室
　 Ｔ ２ ０ ０ ２ 　 イ ン ク 供 給 口
　 Ｔ ２ ０ １ ５ 　 攪 拌 部 材
　 Ｔ ２ ０ １ ７ 　 容 器 本 体 （ 筐 体 ）
　 Ｔ ２ ０ ２ ３ 　 支 持 部 材

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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